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災害対策検討支援ツールキットの
活用パターンの構築
（研究期間：平成24年度～）

道路構造物研究部 道路地震防災研究室 主任研究官 横田昭人

（キーワード） ツールキット、災害、災害訓練 

１．はじめに 

我が国では地震、風水害等様々な災害に襲われて

いる。これら災害の発生を想定した事前訓練等によ

り備えを行っておくことが極めて重要になる。 

国総研では、災害の発生による被害想定、リスク

評価、対策を一連の流れで検討する各種ツールをひ

とまとめにした災害対策検討支援ツールキット（以

下、ツールキット）の開発を行い、各機関の研修、

訓練等の活用を踏まえ適宜、改良や活用方法の検討

を行っている。今回平成30年度における活用検討に

ついて報告する。 

２．ツールキットの概要 

ツールキットは、以下の①～④の手順で進める災

害訓練である。 

①「インフラ被害整理」では、地震や風水害等の災

害を想定し、発生するインフラ被害を管内図等の地

図上に列記し整理する。 

②「災害シナリオの構築」では、インフラ被害によ

って発生する社会、経済活動への影響を整理する。 

③「リスク評価」では、インフラ被害のリスクを｢起

こりやすさ｣と｢人命、経済に与える影響の深刻さ｣

から評価し、重大性を整理する。 

④「対策検討」では、個々の被害に対して対策内容

を検討し、難易度、優先度を整理する。 

３．ツールキットの活用 

ツールキットの概要で示した全内容を実施すると

概ね1日の時間が必要である。各種ツールを利用し訓

練時間や訓練目的に応じた活用パターンの構築を進

めている。 

そこで今年度は、訓練時間を２時間に設定し、表

に示す構成で、以下①～③を目的とした活用パター

ンを構築した。

表 活用パターンの構成 

①災害対応時における考え方を醸成する。

②自らの管理するインフラが被災し、社会、経済等

に関する影響が多く発生することを理解させる。 

③災害時には複数のインフラや多分野のインフラ被

害が相互に影響し、災害対応時はそれらを踏まえた

総合的な判断による行動が必要なことを理解させる。 

関東地方整備局で事務所係長級５～６年目の職員

を対象に行われる技術研修で活用パターンの実証を

行った。写真は研修の状況である。 

写真 災害訓練技術研修の様子 

事前にツールキットの説明資料、訓練の概要説明

資料、被災発生地区等を配布したことで予め理解が

深まり、短時間でも活発な討議が繰り広げられ活用

パターンの実用性が確認できた。 

４．おわりに 

国総研では、今後、様々な機関においてツールキ

ットの活用、普及促進を図るとともに、活用結果か

ら必要な改良、活用パターンの検討を行いさらに使

いやすいツールキットを構築していく予定である。 

　時間 　項目 　概要

約20分

【各班】ツールキット概要①、②の内容演習

約60分 災害時の被害状況のイメージ

社会、経済活動への影響をイメージ

【全体】発表（１班あたり5分程度） ・班毎に、以下の点について発表

約10分 ※班数により代表班を選出 >発想した被害の様相
>他分野に波及が懸念される被害のうち、特に懸念
する被害

・各班の成果に対して講評。

約30分
・体系化されたリスクマネジメントの考え方について概
説

・ツールキットを活用した検討可能事項を説明

【事務局】訓練概要の説明 ・状況設定および訓練手順を説明

・個別班に分かれ、地震発生時に管内でどのような
被害が発生するのか、また、発生した被害はどのよう
な支障をもたらすのか、地図を見ながら発想し、整理

【事務局】講評、ツールキットの説明
ツールキット概要③、④の説明
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図－１ 基礎水理量等の作図例

防災・河川管理業務への
CommonMP機能の活用 
（研究期間：平成19～30年度）

河川研究部 水循環研究室 主任研究官 山田浩次 水循環研究室長 川﨑将生 研究員 小沢嘉奈子
水環境研究官 佐々木隆

（キーワード）CommonMP、水理解析、暫定水位、基礎水理量 

１．はじめに

CommonMPは、河川管理の

高度化・効率化を図るため

の水理・水文解析モデルの

プラットフォームである。

その機能を活用し、中小

河川等における洪水時の

減災行動や、河道安定性

の評価に資する水理水文

計算を容易に実施する手

法を開発した。

２．中小河川等における洪水時の減災行動を支援す

る暫定水位設定支援のための演算プロジェクト構築

近年設置が進む危機管理型水位計は、避難開始タ

イミングの把握に資することが期待される。設置し

たばかりで観測データが十分でない危機管理型水位

計を速やかに避難に活かすため、河道断面形、流域

面積、全国の小流域における流量増大速度データか

ら水理計算によって水位上昇速度を推定し、洪水時

の避難行動の目安となる水位（以下「暫定水位」）

を設定する方法が示されている。そこで、この暫定

水位を簡便に算出するCommonMPの演算プロジェクト

とツールを作成した。

河道断面の横断測量データをにわかに準備できな

い場合も考えられることから、演算プロジェクトの

構築にあたっては、地理院地図の地盤データを使用

して概略の河道断面を設定出来るよう工夫した。

３．改修後の河道安定性評価のための基礎水理量作

図等支援ツールの作成

「河川砂防技術基準 計画編」が平成30年3月に改定

され、河道形状・植生分布の変化予測にあたり、摩

擦速度、掃流力等の河道の基礎水理量をモニタリン

グする必要性が示された。そこで、樹木伐採・河道

掘削後、あるいは経年変化による河道安定性評価の

参考とするため、管理目標流量における基礎水理量

の縦断分布及び横断分布を比較表示するツールを作

成した。作成にあたっては「河道管理基本シート」

の様式を踏襲し、シートの下半分にCommonMPによる

計算結果や河道の形状を自由に選んで表示できるも

のとした（図－１）。

４．おわりに

今回開発した演算プロジェクトなどを河川管理の

現場において試用し、危機管理や河道管理に活用し

やすいよう改良する予定である。

☞詳細情報はこちら

1)CommonMPホームページ

http://framework.nilim.go.jp/

2）水位データが不足する中小河川における水位上昇

速度の考え方（案）について」（平成30年4月9日都

道府県河川担当課長あて 事務連絡）

http://www.nilim.go.jp/lab/rcg/newhp/seika.fil

es/pdf/tebiki_2.pdf
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研究動向・成果
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